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川
崎
市
の
水
道
管
路
の
延

長
は
、
令
和
５
年
度
末
で
管

路
延
長
が
約
２
５
５
０
㌔
。

有
収
率
は
93
・
５
％
、
有
効

率
は
95
・
７
％
。
管
路
の
耐

震
化
率
は
42
・
７
％
で
、
基

幹
管
路
の
耐
震
適
合
率
は

87
・
０
％
と
な
る
。
同
局
担

当
者
は
老
朽
化
度
合
に
つ
い

て
「
法
定
耐
用
年
数
を
超
え

た
管
路
は
27
・
７
％
で
す
。

管
路
更
新
率
に
つ
い
て
は

１
・
８
１
％
に
な
り
ま
す
」

と
説
明
す
る
。
ま
た
、
水
道

管
路
の
漏
水
防
止
対
策
に
つ

い
て
は
「
第
９
次
の
漏
水
防

止
基
本
計
画
（
令
和
４
年
度

～
令
和
７
年
度
）
に
基
づ
い

て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
」

と
い
う
。

川
崎
市
の
漏
水
防
止
対
策

は
「
基
礎
的
対
策
」、「
対
症

療
法
的
対
策
」、「
予
防
的
対

策
」の
３
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

「
基
礎
的
対
策
は
、
こ
れ

も
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。【
準
備
】と【
実
態
調
査
】

と
【
技
術
開
発
】
に
な
り
ま

す
。
準
備
は
図
面
や
管
路
情

報
の
整
備
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
で
す
。

実
態
調
査
は
配
水
量
分
析
や

地
下
漏
水
調
査
の
分
析
、
漏

水
修
理
工
事
の
分
析
、
技
術

開
発
は
民
間
企
業
と
の
技
術

協
力
や
共
同
研
究
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」、「
対
症

療
法
的
対
策
に
は
、『
機
動

的
作
業
』
と
『
計
画
的
作

業
』
が
あ
り
ま
す
。
機
動
的

作
業
が
地
上
漏
水
の
管
理
に

な
り
、
地
上
漏
水
箇
所
の
調

査
や
修
理
の
対
応
を
行
い
ま

す
。
夜
間
で
も
休
日
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。
一
方
の
計
画

的
作
業
は
、
主
に
地
下
漏
水

調
査
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

消
火
栓
や
空
気
弁
な
ど
の
付

属
設
備
の
点
検
・
調
査
を
行

い
、
ボ
ル
ト
交
換
な
ど
の
予

防
保
全
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
」、「
予
防
的
対
策
は
、

漏
水
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。
給
水
管
の

保
全
や
配
水
管
の
更
新
、
水

圧
の
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
川
崎
市
の
場
合
、
漏

水
の
９
割
以
上
は
給
水
管
で

す
。
老
朽
化
し
た
給
水
管
の

更
新
、
配
水
管
が
埋
設
さ
れ

て
い
な
い
公
道
部
で
輻
輳
す

る
給
水
管
を
対
象
に
配
水
管

を
新
設
し
て
、
輻
輳
す
る
老

朽
給
水
管
を
解
消
す
る
な
ど

の
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
。

ク
ラ
ウ
ド
型
Ｉ
o
Ｔ
遠
隔

漏
水
監
視
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
背
景
に
つ
い
て
は
「
平

成
30
年
の
水
道
法
改
正
で
、

水
道
施
設
を
良
好
な
状
態
に

保
つ
よ
う
に
、
維
持
お
よ
び

修
繕
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
元

年
９
月
の
『
水
道
施
設
の
点

検
を
含
む
維
持
・
修
繕
の
実

施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
で
は
、
破
損
し
た
場
合

に
重
大
な
二
次
災
害
を
生
ず

る
お
そ
れ
が
高
い
管
路
や
応

急
復
旧
が
困
難
な
管
路
は
、

調
査
頻
度
を
高
め
る
な
ど
、

漏
水
防
止
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
川
崎
市
で
は
、
主

要
管
路
や
軌
道
下
の
管
路
な

ど
の
調
査
頻
度
を
高
め
る
た

め
に
、
管
路
の
遠
隔
監
視
の

効
果
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と

つ
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｉ
o

Ｔ
遠
隔
漏
水
監
視
シ
ス
テ
ム

導
入
の
検
討
を
開
始
し
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
試
験
的
に
ロ

ガ
ー
を
設
置
し
、
通
信
機
能

の
確
認
や
漏
水
判
定
な
ど
に

つ
い
て
、
調
査
を
行
い
、
そ

れ
ら
を
踏
ま
え

て
令
和
４
年
度

か
ら
シ
ス
テ
ム

の
本
格
採
用
を

始
め
て
い
ま

す
」
と
い
う
。

採
用
箇
所
に

つ
い
て
は
「
軌

道
下
や
国
道
な

ど
幹
線
道
路
の

横
断
部
な
ど
に

設
置
し
て
い
ま

す
。
箇
所
数
に

つ
い
て
は
、
川

崎
市
は
漏
水
防

止
作
業
を
担
当

す
る
配
水
工
事

事
務
所
が
３
カ
所
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
務
所
に
５
カ
所

ず
つ
の
合
計
15
カ
所
に
設
置

し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

実
際
に
採
用
し
た
効
果
に

つ
い
て
は
「
管
路
の
状
態
に

つ
い
て
、
毎
日
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
バ
経
由
で
デ
ー
タ
が
送

信
さ
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を

自
席
パ
ソ
コ
ン
で
監
視
で
き

ま
す
。
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
に

音
圧
値
の
波
形
が
出
て
い
る

の
で
す
が
、
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て

基
準
の
閾
値
の
ラ
イ
ン
が
自

動
で
設
定
さ
れ
、
そ
の
閾
値

や
波
形
の
形
状
か
ら
正
常
、

経
過
観
察
中
、
漏
水
の
疑
い

の
判
定
を
行
い
ま
す
。
漏
水

の
疑
い
の
判
定
が
出
る
と
ア

ラ
ー
ト
を
発
報
し
メ
ー
ル
が

送
信
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結

果
、
例
え
ば
本
局
か
ら
工
事

事
務
所
に
『
こ
こ
が
怪
し
い

か
ら
見
て
ほ
し
い
』
と
い
う

連
絡
を
と
る
訳
で
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
、
調
査
の

頻
度
は
シ
ス
テ
ム
採
用
前
よ

り
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
幸
い

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
箇
所

で
漏
水
は
発
生
し
て
お
ら

ず
、
道
路
が
陥
没
す
る
と
か

水
が
吹
き
あ
が
る
と
い
う
よ

う
な
事
案
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
継
続
的
な
監
視
に

よ
り
重
大
事
故
に
繋
が
る
前

に
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
安

心
安
全
な
水
の
提
供
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
」
と
強
調
す

る
。今

後
に
つ
い
て
は
「
経
験

豊
富
な
職
員
が
持
つ
技
術
の

継
承
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
で
、
限
ら
れ
た
人
員
と
予

算
の
中
で
、
今
回
採
用
し
た

ク
ラ
ウ
ド
型
Ｉ
o
Ｔ
遠
隔
漏

水
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
上

手
く
活
用
し
な
が
ら
、
効
率

的
に
漏
水
調
査
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

フ
ジ
テ
コ
ム
で
は
、
水
道

管
路
の
遠
隔
監
視
の
効
率
的

な
方
法
と
し
て
、「
ク
ラ
ウ

ド
型
Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
漏
水
監
視

シ
ス
テ
ム

リ
ー
ク
ネ
ッ
ツ

セ
ル
ラ
ー

Ｌ
Ｎ
Ｌ
―
Ｃ
」

を
用
い
た
監
視
を
提
案
し
て

い
る
。

「
リ
ー
ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル

ラ
ー

Ｌ
Ｎ
Ｌ
―
Ｃ
」
は
、

監
視
対
象
と
な
る
水
道
管
や

そ
の
付
属
設
備
に
設
置
さ
れ

た
高
感
度
セ
ン
サ
ー
を
搭
載

し
た
音
圧
ロ
ガ
ー
に
よ
り
毎

日
任
意
の
時
間
に
測
定
・
記

録
さ
れ
た
デ
ー

タ
が
、
携
帯
通

信
網
を
利
用
し

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

バ
ー
へ
送
ら
れ

保
存
さ
れ
る
。

測
定
デ
ー
タ
は
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ

リ
上
で
日
々
継
続
的
に
モ
ニ

タ
ー
で
き
る
と
共
に
、
シ
ス

テ
ム
で
漏
水
判
定
さ
れ
た
結

果
を
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
の
Ｍ
Ａ

Ｐ
や
グ
ラ
フ
等
で
視
覚
的
に

確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
異
常
発
生
時
は
シ

ス
テ
ム
か
ら
ア
ラ
ー
ト
通
知

が
さ
れ
る
た
め
、
遠
隔
で

日
々
管
路
状
況
の
把
握
を
可

能
に
す
る
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
採
用
事
業
体
数

は
全
国
64
事
業
体
に
上
り
、

合
計
２
３
４
８
基
を
採
用
頂

い
て
い
る
。（
２
０
２
４
年

９
月
現
在
）

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
に
よ
る
現
地

測
定
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
遠
隔

で
モ
ニ
タ
ー
可
能
と
す
る
こ

と
で
水
道
施
設
の
平
常
状
態

を
把
握
で
き
、
異
常
発
生
時

に
お
い
て
も
現
地
に
赴
く
こ

と
な
く
水
道
管
路
機
能
の
変

化
の
認
知
を
早
め
、
迅
速
な

対
応
を
取
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
２
０
２
３
年
よ
り
Ａ

Ｉ
を
融
合
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
判
定
に
よ
る
監
視
箇
所
の

現
場
環
境
や
地
域
特
性
に
合

わ
せ
た
漏
水
判
定
手
法
を
取

り
入
れ
て
お

り
、
よ
り
精
度

の
高
い
判
定
を

行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
２
０

２
４
年
９
月
か
ら
は
Ｗ
ｅ
ｂ

ア
プ
リ
の
Ｇ
Ｕ
Ｉ
を
大
幅
に

改
良
し
た
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
搭
載

し
現
場
や
周
辺
環
境
の
確
認

が
容
易
に
な
り
、
ユ
ー
ザ
ー

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
も
さ
ら

に
向
上
し
て
い
る
。

「
リ
ー
ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル

ラ
ー

Ｌ
Ｎ
Ｌ
―
Ｃ
」
は
、

水
道
事
業
体
が
「
施
設
の
老

朽
化
、
管
路
の
低
更
新
率
、

職
員
数
の
減
少
」
な
ど
多
く

の
課
題
を
抱
え
る
な
か
、
国

道
・
軌
道
下
な
ど
の
重
要
管

路
の
監
視
、
劣
化
に
よ
る
高

リ
ス
ク
管
路
の
監
視
、
漏
水

多
発
管
路
の
監
視
、
漏
水
調

査
対
応
後
の
復
元
監
視
、
耐

震
管
対
応
ま
で
の
監
視
、
災

害
時
に
お
け
る
早
期
異
常
検

知
や
復
旧
対
応
の
優
先
順
位

付
け
、
そ
し
て
水
道
管
路
に

異
常
が
な
い
こ
と
の
確
認
な

ど
様
々
な
ケ
ー
ス
に
有
用
で

あ
る
。
更
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
遠
隔
監
視
に
よ
る

早
期
異
常
検
知
の
実
現
は
、

維
持
管
理
業
務
の
省
力
化
と

Ｄ
Ｘ
化
を
可
能
と
す
る
。

「
リ
ー
ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル

ラ
ー

Ｌ
Ｎ
Ｌ
―
Ｃ
」
を
用

い
た
遠
隔
監
視
が
可
能
に
す

る
健
全
性
の
確
認
、
対
応
の

迅
速
化
、
維
持
管
理
業
務
の

効
率
化
は
、
水
道
施
設
の
保

全
・
長
寿
命
化
や
危
機
管
理

強
化
に
寄
与
し
、
安
心
安
全

な
水
の
安
定
供
給
に
貢
献
す

る
。

測定データはＷｅｂアプリ上で日々継続的にモニターできると共に、システムで漏水判
定された結果をＷｅｂアプリのＭＡＰやグラフ等で視覚的に確認することが可能

堺
市
は
、
市
内
へ
給
水
す

る
水
の
全
量
を
大
阪
広
域
水

道
企
業
団
か
ら
受
水
し
て
い

る
。
購
入
し
た
水
を
確
実
に

料
金
収
入
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
、
持
続
的
な
事
業
経

営
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で

あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
年
間

配
水
量
に
対
す
る
年
間
有
効

水
量
の
割
合
を
示
す
有
効
率

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
こ
で
、
有
効
率
を
低

下
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
漏
水
の
早
期
発

見
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
人

的
調
査
に
加
え
て
、
一
部
エ

リ
ア
に
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｉ
ｏ
Ｔ

遠
隔
漏
水
監
視
シ
ス
テ
ム
を

試
験
導
入
し
た
。
本
シ
ス
テ

ム
は
、
音
圧
測
定
ロ
ガ
ー
を

水
道
管
に
付
属
す
る
仕
切
弁

に
設
置
す
る
こ
と
で
、
使
用

水
量
の
少
な
い
夜
間
に
振
動

や
音
圧
を
測
定
し
自
動
で
漏

水
の
有
無
を
判
定
で
き
る
た

め
、
専
門
調
査
員
が
現
地
に

赴
く
こ
と
な
く
、
漏
水
の
有

無
を
監
視
で
き
る
。

本
市
の
人
的
調
査
は
、
外

部
の
専
門
調
査
員
が
各
家
庭

の
水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
で
音

を
聞
き
漏
水
の
有
無
を
確
認

す
る
も
の
で
、
老
朽
管
路
を

中
心
に
、
漏
水
リ
ス
ク
が
高

い
管
路
を
２
年
に
１
度
の

ペ
ー
ス
で
調
査
し
て
い
る
。

人
的
調
査
に
は
、
調
査
実
施

時
以
降
に
発
生
す
る
漏
水
に

対
し
て
は
、
地
表
に
水
が
現

れ
る
か
ま
た
は
次
の
調
査
時

ま
で
発
見
が
困
難
で
あ
る
と

い
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
漏
水
が
多
発
す
る

エ
リ
ア
に
お
い
て
は
調
査
頻

度
を
増
や
せ
ば
課
題
に
対
応

で
き
る
が
、
費
用
面
か
ら
も

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

現
状
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
ク
ラ
ウ

ド
型
Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
漏
水
監
視

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
漏
水
監
視

を
一
部
エ
リ
ア
に
試
験
的
に

導
入
し
検
証
し
た
。
令
和
４

年
度
に
約
10
か
月
間
実
施

し
、
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
本
導
入
と
し

て
令
和
５
年
７
月
か
ら
令
和

７
年
２
月
ま
で
の
20
か
月

間
、
引
き
続
き
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

設
置
に
つ
い
て
は
、
給
水

区
域
の
切
り
替
え
に
よ
り
水

圧
が
上
昇
し
、
漏
水
が
多
発

し
て
い
る
管
路
約
３
㌔
を
対

象
と
し
た
。
測
定
は
、
前
後

約
１
０
０
㍍
の
漏
水
音
を
検

知
で
き
る
計
測
機
械
を
15
か

所
設
置
し
た
。
ま
た
、
測
定

デ
ー
タ
か
ら
漏
水
が
疑
わ
れ

る
場
合
は
、
人
的
調
査
に

よ
っ
て
場
所
を
特
定
す
る
。

令
和
６
年
８
月
末
時
点
で

６
件
の
地
下
漏
水
を
検
知
し

た
。
引
き
続
き
漏
水
検
知
件

数
の
推
移
を
確
認
し
、
業
務

完
了
後
に
は
、
検
知
で
き
た

漏
水
箇
所
か
ら
の
損
失
水
量

や
、
早
期
修
繕
の
費
用
的
な

効
果
等
を
推
定
す
る
な
ど

し
、
遠
隔
監
視
に
適
合
し
た

エ
リ
ア
の
条
件
や
設
置
期
間

等
の
検
証
を
進
め
、
こ
れ
ま

で
の
人
的
調
査
と
の
組
み
合

わ
せ
等
、
効
率
的
な
調
査
に

よ
り
有
効
率
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

漏水調査や管路更新などにより有効率の改善に取り組
んでいる

布設替えの様子

通信部・ロガー部設置イメージ

Ａ
Ｉ
融
合
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
漏
水
判
定

現
場
や
周
辺
環
境
の
確
認
も
容
易
に

「
リ
ー
ク
ネ
ッ
ツ
セ
ル
ラ
ー

Ｌ
Ｎ
Ｌ
—
Ｃ
」

遠
隔
で
日
々
管
路
状
況
の
把
握
が
可
能

管
路
の
状
態
を
毎
日
監
視

漏
水
疑
い
の
判
定
で
発
報

水
道
管
路
の
多
く
は
地
中
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
巡
視
・
点
検
だ
け
で
は
状
態
把

握
が
で
き
な
い
た
め
、
配
水
量
分
析
や

漏
水
調
査
に
よ
り
漏
水
量
を
把
握
す
る
な

ど
の
漏
水
防
止
対
策
を
併
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
破
損
し

た
場
合
に
重
大
な
二
次
災
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
高
い
管
路
や
応
急
復
旧
が
困
難
な

管
路
は
、
相
関
式
漏
水
探
知
器
の
利
用
や
調
査
頻
度
を
高
め
る
な
ど
の
漏
水
防
止
対

策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
紙
で
は
、
水
道
管
路
の
効
果
的
な
漏
水

監
視
の
手
段
と
し
て
各
地
で
採
用
が
進
ん
で
い
る
「
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｉ
ｏ
Ｔ
遠
隔
漏
水

監
視
シ
ス
テ
ム
」
に
注
目
し
、
事
業
体
の
声
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
企
業
に
は
、

同
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

自動で漏水の有無を判定

効率的な調査で有効率の向上

管路遠隔監視の効果的な取り組みについて管路遠隔監視の効果的な取り組みについて
「クラウド型IoT遠隔漏水監視システム」の導入現場に聞く「クラウド型IoT遠隔漏水監視システム」の導入現場に聞く

漏
水
防
止
対
策
は
「
基
礎
的
対
策
」、
「
対
症
療
法
的
対
策
」、「
予
防
的
対
策
」
の
３
つ
に
大
別
さ
れ
る

～場所や時間を問わずリモートで管路の漏水監視が行える～～場所や時間を問わずリモートで管路の漏水監視が行える～

フ
ジ
テ
コ
ム
株
式
会
社
に
聞
く
寄稿

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

川
崎
市
上
下
水
道
局
に
聞
く

川
崎
市
上
下
水
道
局
に
聞
く

堺
市
上
下
水
道
局
に
聞
く

堺
市
上
下
水
道
局
に
聞
く
寄稿


